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　近年 ， プロ ス ペ ク ト理論 （  eman ＆ Tversky，
1979）と，リス ク選択における行動的説明との違い に

関心が高ま っ て い る 。 ここで，我 々 が生活する上で欠
かすこ との で きない

“
保険

”
に着目した い

。 我々 は
“
保

険
”

を予め購入することで，損失を被る，または得る
べ き利益を得られない とい っ た将来起こ りうる リス

クを回避 して い る 。 しか し，不確実な損失場面 にお い

て リス ク志向を示す とい うプ ロ ス ペ ク ト琿論の 主張
で は，わざわざお金を払っ てまで リス クを回避す ると
い うこ の行動を説明するこ とが できない。
　本実験は

，
カ ードめ く りゲーム を用 い て 3種 の 不確

実状況 を再現 し，保険購入 の 随伴 性の 検討 ，お よびプ

ロ ス ペ ク ト理論 との 比較検討を行 っ た もの で あ る 。

　　　　　　　　　　 方法

参加者　学生8名 （男性 4名，女性 4名，平均21．38歳〉
装置　実験はWind ・ ws 　XP 搭載の コ ン ピュ

ーターと
ディス プ レ イ とマ ウス を用い

，
HSP3 ．3で作成 したプ

ロ グラム を用い た。
手続き　実験で用 い たカ

ー
ドめ くりゲーム では ， 各試

行 の 最初に，そ の 試行が以下に述 べ るgain，　 loss，　 ga
in−10SSの どの条件か を明示 した上で，エ ー

ス とジ ョ
ー

カ
ー

の 得点を確認させた。次に50点を支払 っ て保険を

掛けるか否か を画面上 の ボタン をクリッ クさせ て選
択 させた。最後に，画面に2枚の カ

ー
ドを呈示 し，ど

ち らをめ くるかを選択 させた 。 gain，　loss，　gain
’loss

の条件は ，それぞれ 50試行ずつ 無作為な順で 出現 し
，

50試行の うちエ
ー

ス とジ ョ
ー

カ
ー

をめ くる こ とがで

き る試 行は半数ずつ 無作為に設定 した。gain条件で は

エ
ー

ス を選ぶ と100点与え，ジ ョ
ー

カ
ー

は0点であっ

た 。 loss条件で はエ ース が0点で ，ジ ョ
ーカーを選ぶ

と100点を取 り上 げた。gain’loss条件で はエ ー
ス 選択

に 100 点を与え ，
ジ ョ

ー
カ
ー

な ら100 点 を取 り上げた 。

最初の 段階で保険を掛け，かつ ジ ョ
ーカーを選択 した

場 合は損害填補として 100点を与 えた 。 最初の 段 階で

保険を掛けなか っ た場合，また保険を掛けたが エ ー
ス

をめ くっ た場合は元 々 の ゲーム の 得点の ままで あ っ

た 。 また，
一度支払 っ た保険料は返還 しなか っ た 。

つ

まり，どの条件にお い て も保険を掛けた場合に限りリ

ス ク は小 さくなるが ，最終的な期待値は保険を掛けな
い場合 と同

一
で あ っ た （Tablel）。 実験開始時に参加

者に 1000ポイ ン トを与え
， 実験中は現在の ポイ ン ト

残高と残 りの 試行数を画面上部の左右に表示 した．

Table　1，　　 ed ヒed 　 oints 　under 　each 　condition

Con醸 めロ s　 ExpeeteaPoiZits　With 　lnSimrance　W 三thumt　Insur艮 臨 ce

÷59　　　　　　　　　　＋50　　　　　　　1倉駐erG （P ；，δ）
・5a　　　　　 切 　　　　 β or

一
ユoo （P ＝ ．5）

9　　　 ÷500r −50（ρコ．5）÷1ee　or 一王OG（ρ1 ゐ）

　本研究は帝京大学心理学科 「人間を対象 とした心理

学研究倫理委員会」 の 承認 を受けて実施 した （承認番
号 122号）。
　　　　　　　　　結果と考察
　Egure　1に対照的な銘 の結果を示 した。　gain条件
とloss条件の みに着目すると ，

　P5はgain条件では リス

ク 回避志向，loss条件で は リス ク志 向を示 し，2名が

同様の結果を示 した。これ はプ ロ ス ペ ク ト理論の 予測
とほぼ一致 し，loss条件にお い て保険の 効果は機能 し

なか っ た。
一

方P3 はgain条件で は リス ク志向，　 loss
条件で は リス ク回避志向を示 し，

2名が同様 の 結果を

示 した 。
こ れはプ ロ ス ペ ク ト理論 の 予測 とは対照的な

結果で あ り，IOSS条件に お い て保険の効果が確認で き

た。またgain条件で顕著なリス ク志向を示 して い るこ

とか ら，何 らか の 形で保険の効果が影響 した とい える。
　gain

’loss条件に つ い て は5名の参加者が リス ク 回避
志向を示し，また全 て の 条件で

一
貫して リス ク回避志

向を示 した者はい なか っ た。
　以上か ら， 最終的な損益の 量や確率で はなく， それ

に至 るま で の保険料 とい うコ ス トやゲ
ー

ム で の得失
点がよ り重視された とともに ， 保険の 効果が示唆され

た とい え る。しか し本実験は，全条件で保険を掛ける

か否かの選択をさせたため，各参加者がもともと持 っ

て い る個人差を否定する こ とが で きな い 、したが っ て ，
個体 内で保険有 り無 しの 両条件 を経験 させ た 更なる

デー
タの 比較検討が 必要 で あろ う。
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Figure　1．（：hoice　oftwo 　par膀cipants 　in　three　conditions
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注）こ の 研究の データの
一
部は，皿t1e　4（ith　An皿 ual 　Convention

Df 　Ass  血もion　for　BehaVit）r　AnalySis　Internatbnal（Chicag〔〕，
2014）で発表 した。
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